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1. 地域おこし協力隊ビジネスアワード事業活動報告の実施

(1) ビジネスアワード事業活動報告の概要

第 5 回地域おこし協力隊全国サミットにて、地域おこし協力隊ビジネスアワード事業の採

択団体（隊員）の活動状況を報告した。

 日 時：平成３１年２月２４日（日） １３:００～１７:００ 

※ビジネスアワード事業活動報告は１４：３０～１４：４５

 会 場：ベルサール渋谷ガーデン

※ビジネスアワード事業活動報告は地下１階メイン会場
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(2) 採択団体報告

地域おこし協力隊ビジネスアワード事業の概要説明ののち、各採択団体の活動状況を報告

した。
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① 青森県弘前市（提案者：弘前市地域おこし協力隊員 赤木麻佳氏）

○報告資料
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② 茨城県桜川市（提案者：桜川市地域おこし協力隊員 大川奈奈氏）

○報告資料
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③ 広島県東広島市（提案者：東広島市地域おこし協力隊員 山田芳雅氏）

○報告資料
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④ 沖縄県糸満市（提案者：糸満市地域おこし協力隊員 藤枝真美氏）

○報告資料
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○採択団体（隊員）からの事業実施報告（壇上での報告コメント）

＜青森県弘前市 赤木隊員＞

 弘前は日本一のリンゴの生産地であり、5 月になると、一面、リンゴの花が見られ

るようになります。リンゴの花はかわいいだけでなく、「選ばれた恋」という素敵

な花言葉もあります。この魅力ある花を使って、農家さんの収益につながるように

と思い、この事業を考えた。

 これから、ご指導いただいたことを踏まえて、実現できるように頑張りたい。

＜茨城県桜川市 大川隊員＞

 私の、「桜と共に生きる」というライフワークと、大泉の人達の想いや、桜という

資源、これが上手く一致して、このプロジェクトが生まれた。

 このような機会を作ってくださった、地域おこし協力隊の制度に感謝している。

 今、まさにスタートしようとしているところである。色々な問題が起きてくると思

うが、地域の人達、大泉の人達と一緒に、楽しく、この桜の里を作ることで、その

楽しさに魅かれて外から沢山の人達が「あ、ここが故郷だ」と思えるような桜の里

を作っていくように頑張りたい。 

＜広島県東広島市 山田隊員＞

 （手に持った帽子を見せながら）これも紡いだり編んだりして、東広島産の羊で全

部完結している作品である。こういうのをおばあちゃん達と作りながらプロジェク

トにしていこうということで今、活動している。

 自分は大きく２つのことに重きを置いている。ひとつは「関わりしろ」を地域のお

ばあちゃん達に作っていって、アーリーウィン、成功体験を早く積むことによって、

僕がやるわけではなく、地域のおばあちゃん達が主導でできるようにすること。も

うひとつは、自走できるようにすること。

 作品ができて「すごいね」ではなく、きちんとビジネスになるように、どこが損益

分岐点か、どうやってキャッシュポイントを作っていくのかを気にしながらやって

いる。

＜沖縄県糸満市 藤枝隊員＞

 このプロジェクトはやはり私一人の力ではなく、いつも手助けをしてくれる友達や、

公民館を貸してくれる地域の人達や、担当職員の協力あってのプロジェクトである。 
 これからも皆さんの応援を糧に、地域が活性化していくプロジェクトを成功させて

いきたい。 
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山田隊員 藤枝隊員

大川隊員赤木隊員

会場の様子 会場の様子
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(3) 活動状況のパネル展示

第 5 回地域おこし協力隊全国サミットのイベント会場にて、地域おこし協力隊ビジネスア

ワード事業の採択団体（隊員）の活動状況のパネル展示を行った。

○展示の様子
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○展示パネル
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2. ビジネスアワード事業採択団体の取組の特徴とポイント

今年度のビジネスアワード事業採択団体（４団体）は、いずれも地域おこし協力隊による起業・

事業化において先進性を有し、他地域において参考となる取組である。

ここでは、各取組について、その創発プロセス、価値創出（ビジネス）の構造、地域との関わり

や繋がり、今後の事業の展開方向といった各側面から、その特徴とポイントを整理した。

(1) 事業創発のプロセスからみた特徴とポイント

今年度採択された４団体は、事業創発のプロセスからみると、大きく「ノウハウ活用型」

と「アイデア提案型」に区分することができる。それぞれの特徴とポイントは以下のよう

に整理することができる。

① ノウハウ活用型

【特徴】

地域（自治体）が有している課題に対し、地域おこし協力隊が保有している技術・知

識等のノウハウを活用した事業提案を行い、課題解決とビジネス化を展開しようとする

もの。

【本事業での例】

＜弘前市＞

弘前市では、赤木隊員が有するイラストやデザインのスキルを活用して、りんごの花

を活かした商品開発や用途提案を行っている。

＜桜川市＞

桜川市では、大川隊員が有する化粧品等の製造知識等を活用して、桜関連の商品開発

を行っている。

【事業展開のポイント】

自治体サイドとしては、地域が進める取組みの加速・推進に必要なスキル・ノウハウ

を有する人材を、いかに採用できるかがポイントとなる。

協力隊サイドとしては、応募時に、自らが有するスキル・ノウハウや希望する活動内

容、地域が求める人材像やミッションとがマッチしていることをしっかりと確認するこ

とが重要である。

② アイデア提案型

【特徴】

地域支援を中心とした活動を行う中で、地域おこし協力隊がその地域の課題や特色を

捉え、その解決につながるビジネスアイデアを提案し、展開しようとするもの。

【本事業での例】

＜東広島市＞

東広島市では、山田隊員が、以前から地域にあったが活用されていなかった羊毛の活

用を提案し、羊毛による製品づくりや体験の場づくりを行っている。
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＜糸満市＞

糸満市では、藤枝隊員が、公民館を拠点として地域の自治会活動にかかわる中で、そ

のロケーションを活かした自治会活動の商品化を提案している。

【事業展開のポイント】

アイデア提案型では、自らのアイデアやそれを活用したビジネスのビジョンが、地域

の住民や関係者と適切に共有されるかがポイントとなる。

日ごろの活動を通した地域住民や行政職員をはじめ関係者とのコミュニケーション

や、ビジネス化の意義等についての理解、賛同を継続的に図っていくことが重要である。 

(2) 価値創出の構造からみた特徴とポイント

各取組とも、地域にこれまで無かった新しいアプローチを通じて、地域固有の資源、特

に未利用資源を活用して新しい価値の創出を図るとともに、地域課題の解決にも寄与する

事業構造となっている。

本事業の例では、大きく以下の２つの構造が見て取れる。

① 地域の未利用資源から、新しい価値を創出する取組

＜弘前市＞

捨てられていた「りんごの花」に、隊員のデザインスキルを活かして付加価値をつけ、

商品化

⇒さらに、りんご自体や、りんご栽培の舞台となる地域（弘前）のＰＲにも寄与

＜東広島市＞

これまで活用されてこなかった羊毛を素材として、アクセサリー等を製作・商品化

⇒さらに工房を通じた参加・体験の場の提供により、交流促進にも寄与

② 地域資源の新しいつなぎ方を提案することで、新たな価値を創出する取組

＜桜川市＞

「桜」を中核としながら、農業、観光をつなぎ、地域コミュニティを活性化

⇒桜関連の商品開発のほか、桜を地域のブランディングに活用し、観光・体験交

流の場としての整備を目指していく

＜糸満市＞

自治会活動と観光交流機能をつなぎ、地域コミュニティを活性化

⇒「海の見える公民館」というロケーションを活かし、公民館を観光客向けの空

間として利用するとともに、自治会活動を域外者向けにも提供
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(3) 地域との関わりやつながりからみた特徴とポイント

採択された団体の各事業は、いずれも、自治体に加え地域の多様な主体との連携や協力

関係を構築することが事業展開の前提となっており、またこうした地域内の連携・協力が、

事業の成功・拡大のポイントともなっている。

今年度の提案事業の中には、今後の事業展開にあたり、（協力隊員ではない）地元関係

者がその担い手として位置付けられているものもあり、売上や収益の獲得だけでなく、賛

同者や協力者など地域の人材の取り込みも事業成功要素のひとつとなっているものもあ

る。

例えば、今年度の各提案事業では、その（隊員による）取組の成功と、関係する各主体

の発展や振興との関係を、以下のように整理することができる。

＜弘前市＞

事業の成功には、リンゴ農家からのリンゴの摘花の提供が必須であり、リンゴの摘花

に付加価値がつくことで、リンゴ農家の収益を向上させる。さらに、事業規模が拡大す

れば、摘花や加工作業における雇用創出にもつながる。

＜桜川市＞

事業の展開プロセスとして、まず、直売所の運営見直しに着手し、その後、将来的に

は体験観光の拠点整備等も目指していくが、これらの施設の担い手としては、地元の住

民等を想定しており、事業やビジョンの共有とそれへの賛同・協力が事業成功の条件と

なっている。

＜東広島市＞

事業の成功には、地元農家が保有する羊（の毛）の提供や、地域の人材が有している

羊毛加工技術（染色や編み等）が必須である。さらに、体験事業等の実施には、地域の

担い手が主体的に関わっていくことが条件となっている。

＜糸満市＞

本来、住民向けの施設である公民館の活用に当たっては、住民の積極的な参画と理解

が条件となる。住民の積極的な参画のもとで、自治会活動を通じた収益獲得や域外から

の観光交流の活発化が進めば、住民の意識をさらに積極化し、さらなる交流の促進＝事

業の成功・拡大につながっていく可能性がある。

(4) 今後の事業の展開方向からみた特徴とポイント

今年度の提案事業は、いずれも地域固有の資源や地域住民との連携が前提となってい

るものであるが、それがゆえに、ビジネスとしての今後の展開方向、より具体的には事

業規模や収益性について、現時点で明確な目標や計画が見えにくい状況となっている。 
弘前市の場合、リンゴの摘花を活用した商品・サービスの開発は、今後の事業拡大に

あたり、市場のニーズが見えず、今後の投資や活動規模の設定が課題となっている。

桜川市の場合、まずは直売所の運営見直しを通じて、地域コミュニティの収益力を拡

大し、投資費用を確保していくこととなるが、これもその販売量や収益性の目途はたっ

ていない。
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東広島市の場合も、現在はまだ商品・サービスの試作・試行段階であり、販路や市場

規模を明確に見通すまでには至っていない。

糸満市の場合においても、半自治半 X というコンセプトは地域の理解・賛同を得てい

るものの、ビジネスの性質上、最初から大きな収益を確保することは難しく、任期終了

後の自らの働き方も含めて、具体的な検討を行っている段階である。

このように、今後の事業の方向性、ひいてはビジネスとしての成功可能性は、任期終

了後の隊員の働き方や関わり方にも大きく影響しているといえる。任期終了後、提案事

業による収益が得られるまでの間、どこで、どのように事業に関与するか、どの程度の

収益を確保できるかによって、事業の展開方向は大きく異なってくるものと考えられる。 
いずれにしても、小さなビジネスからの成功の積み上げを図りつつ、生業になるまで

の具体的な暮らし方や働き方とあわせて事業展開方向を検討することも重要なポイン

トであるといえる。




